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その後、𝐼(𝑖, 𝑗) = 1の連結成分のうち、行𝑗における𝑖が最
小となる座標を𝑖1(𝑗)、𝑖が最大となる座標を𝑖2(𝑗)とする。顔
の中心領域𝑅を 
𝑅 = {(𝑖, 𝑗)|𝑖1(𝑗) +
𝑖2(𝑗) − 𝑖1(𝑗)
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(a). 熱画像 (b). 呼気状態 (c). 吸気状態 
図 1. 呼吸に伴う鼻孔領域の温度の変化 







𝐼3を熱画像 T にマスクし、各フレームにおける𝑇(𝑖, 𝑗) >
0(𝑖 = 1,… , 𝐻, 𝑗 = 1,… ,𝑊)となる領域の平均温度 𝑐(𝑛)






















78.83 となり、適合率の最小値は 45.45 、最大値は 100 
であった。適合率60 以上の被験者は 10人中 9人だった。
提案手法による鼻孔領域の抽出結果の一例を図 4に示す。 
 
(a). 拡大図 (b). 抽出領域 













0.01Hz 未満であった。被験者 1 から抽出した鼻孔領域の






メトロノーム(Hz) 0.250 0.333 0.416 
被験者 1(Hz) 0.250 0.333 0.416 
被験者 2(Hz) 0.250 0.333 0.416 
被験者 3(Hz) 0.260 0.333 0.420 
 
  
図 5. 抽出した鼻孔領域の温度変化 
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